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Abstract 
The clarification of fishery processing wastewater having a high concentration of dissolved as well as undis 
solved organic impurities by chemical coagulation and the activated sludge process were studied. 
Firstly， the experimints on chemical coagulation were carried out by means of jar tests using both ferric 
chloride and aluminum sulfate as coagulants. The effects of organic content in terms of COD and BOD， coagu 
lant dosage and pH on the removal of COD and BOD were presented and the mechanism of chemical coagula 
tion of the wastewater was discussed. In addition， critical size of organic impurities to be possible of removal 
-5 
was estimated to be around 1 0 ~ cm， from the measured particle-size 'distributions of the tested and clarified 
waters 
Secondly， the experiments on the activated sludge process employing batch tests were conducted using the 
sludge acclimated to the wastewaters being tested which were pretreated with chemical coagulation. The re-
movability and the reduction rate of organic impurities were examined and the effects of organic loading and 
temperature on the rate constant of the reduction during a brief aeration period of 30 -60 min were investi‘ 
gated and formulated. From another experiments under condition of non-aeration it was found that biosorption 




























































<実験一 1> 実験は， COD負荷を 0.10-0.95Kg/MLSS' Kg，また， BOD負荷を0.04-
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図中の破線は最適注入率にこれを原水の CODとBODに対してプロットしたものである O また，













P H : 5.0 PH・5.0
























入率と適正 pHとの関係を原水 COD7250 ppmの場合を例にとって示したものである。低凝集剤






























% 2ト 層水COD 2990ppm 
















'4.0 5.0 60 7.0 8.0 9.0 
図-9 系のpHと処理水CODの関係(凝集剤FeCb)
? ??
表一 1 塩化第 2鉄による凝集の適正 pHと最適 pH
原(水ppm濃)度 凝集(p剤pm注)入率 適正pH 最適pH
100 4.9-5.8 5.0 
2 9 9 0 
200 4.9-6.4 5.0 
100 4.9-6.1 5.0 
6 1 8 0 300 4.9-7.1 5.0 
400 5.0-7.6 6.0 
400 4.8-6.5 5.0 J 
7 2 5 0 
600 5.0-7.2 5.0 


























態及びその存在割合は凝集剤添加量，系の pH等によって異なる o Matijevicらは12)はれ(OH)2+ 
.Fe2(OH)f，FEz (OH)了の水酸化重合物の存在を想定し，種々の pHにおけるこれらの水酸化
重合物の存在割合を求め， pH 4.5では FE2(OH)f，FE3(OH):+といった溶解性重合物は存在し
ないことを示している。 Singleyらは13)，14)pH 4.8以上では第2鉄は全て不溶性の重合物となる
ことを示し.Stummらも15)弱酸性域では重合化が進んで、不溶性の第2鉄の重合物粒子が形成さ
れることを示している O 凶-12は種々の濃度の塩化第2鉄溶液に対して 0.5N-NaOHの溶液を用




とを示している O 観察によると 滴定曲線の立ち上り点附近で水酸化重合物粒子の急激な生成が
みられた。これらのことから， pH 4.5以上で、は第2鉄の水酸化重合物は大部分が不溶性のもの



















値は等電点を境として pHの増減とともに大きくなってゆく O 久慈ら11)によれば，蛋白質粒子の
界面動電位の変化は特に等電点近傍においていちじるしく， pHの等電点からのわずかな変化に
よってその界面動電位の絶対値は急激に大きくなる。したがって 等電点以下では蛋白質粒子は












に対して凝集剤を 1000ppm以上注入した場合の，適正 pHの下限の高 pH側への移行を説明し
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2cJx102 O 15 20 x102 
図-16 Al，SO，とFeCbの凝集効果の比較 図-17 Al2S04とFeChの凝集効果の比較
ほほ一定の高除去率を示している。硫酸アルミニウム注入率を増してゆくと， 30分静置沈|年後の
除去率は24時間静置後の除去率に近ずいてゆく。硫酸アルミニウム注入率 1500~2000 ppmでは
その差は図-3， 4 で 5~1O%程度となる。(図一 15では30%程度の差がある 0)
図 16， 17は概略同一濃度の原水に対して，それぞれの最適 pHにおける硫酸アルミニウムと
塩化第2鉄の凝集効果を30分静置沈降後の結果を用いて比較したものである。凝集剤として塩化








れる15)。また， pH 4.5附近から不溶性の水酸化重合物が形成され， pH 5.0では不溶性のアルミ
ニウム重合物の存在割合は20%程度で， pH 5.5ではその存在割合は90%程度であるとされてい
る18)。したがって，本実験の pH5.5ではアルミニウムの水酸化重合物のほとんどが不溶性となっ






注入量は 500~ 1000 ppm程度で，結合力を補強してフロックを大理化するいわゆるのり作用を


































































4.5 5.0 55 60 65百:07.5 
図-19 系のpHと処理水CODの関係(凝集剤A12S04)
図ー 20 系のpHと処理水CODの関係(凝集剤A12S04)
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全COD463 ppmのうち390ppmすなわち84%が0.1μ以下の粒子で， 7 %が1.0μ以上の粒子で
ある。また，図 23の場合では，原水の全COD成分のうち， 0.1μ以下の粒子の示すCODは690





















































?60卜v ノmf EE 
?なー- 一/f~
30ト ¥COD 1-
20 / ~ i4 
























































o 00 120 180' 240 
エアレシヨJ時間〈分〉






















































lここで， C; COD， t;エアレーション時間， Kc;反J，r;、tー(1/min) 町内合の反問
数 は図中に示すようで， COD負荷の増大に





kt=日・ (1IL，)十b (2) 
ここで， Lc; COD負荷 (COD/MLSSKg)，a;定数















K t =0.024 • 
A 
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エアレーション時間(分)
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エアレ シヨン時間〈分)








性の聞にほぼ d 定の関係があるので， COD負荷
の増大に伴なう除去活性の変化傾向は変らないも
のと考えられる O







. 1.501.，0 (L=u.16) 





ると図中に示すようである。空気量 0.5e /min 
及びl.5e /minの場合の反応速度定数と同ーの COD負荷における空気量l.Oe/minの場合の反
応速度定数を図-30から求めて比較すると，空気量l.0e /minの場合の速度定数が最も大きく，













水温 '"負荷〈匂~回附 ''且心o ，，:;世.24 o 5'C 0.]3 
• 10'(; 0.19 
t:J. 15'C .0.015 





D 60 120 180 2'的 O 60 120 180 240 
エアレーション時間〈分〉 エアレーシヨン時間〈分》













log，，K. =ー トー C1 0' ~c 2目3R T 
または
























K. =0∞105 ? 。
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K. =0∞" ? …
図-3剖d) 反応速度定数に及ぼす温度の影響













molを式一(3)に代入し，さらに， Tj二 293'Cj，T1T2=Tj (Tj十ムT)キT2jで、近似すると，除去活
性に及ぼす温度の影響を表すものとして式一(4)が得られる。
log(K，. o/Kc20'C) = O. 028(θ-20) (4) 















M S “ 。
(5) 
ここで M，X;それぞれ活性汚泥量と初期の COD成分量， So; MLSS 濃度， Co' Ce ;それぞれ
COD成分の初期濃度と平衡濃度， n，ka，定数。図 39はその結果を両対数グラフに示したもので，
8X702 
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Co/So 
図一羽生物吸着における平衡関係























ここで， r a二 ((0-Ce)/Co;生物吸着による除去
率，凶-39から定数人を求めて各 MLSSにお
ける除去率九を求めると， So = 2400 ppmで


















それに伴なって大きくなる O この場合， S。の
増大に伴なう有機物の摂取量の増分と溶出量の
231 
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